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１．視聴者の声の総数と内訳 

■総数の推移と内訳 
１２月にＮＨＫに寄せられた視聴者の声の総数は２７９，２８４件で、前月１１月と比べ２５，０３０件増加

しました。これは主に、１日にスタートした「衛星波の再編」に対して、「個別番組の放送予定」や「４Ｋ番組

の視聴方法」などの問い合わせが多く寄せられたことが影響しています。分野別の内訳では、「受信料」

に関するものが１４８，２９２件（対前月比９，３６５件増加）で最も多く、次いで「放送・番組」が９１，５６４件

（対前月比１４，３１１件増加）となっています。 

なお、衛星波の再編については、視聴者のみなさまからの問い合わせに丁寧に答えられるように、

ふれあいセンター（放送・営業・受信技術）の態勢を強化して対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■分野ごとの内訳 

「放送・番組」への声のうち、放送日や出演者に関する「問い合わせ」は５７，７３１件で６３．０％、番組内

容や演出などに関する「意見・要望」が３３，８３３件で３７．０％でした。 

また、「受信料」への声は、９６．８％が料金や手続きに関する「問い合わせ」で１４３，５８４件、「意見・ 

要望」は３．２％にあたる４，７０８件でした。 

いただいた「問い合わせ」や「意見・要望」には、あらかじめ準備した資料などをもとに、ふれあいセン

ターをはじめとする受付窓口で回答したほか、内容によっては営業や番組制作など、担当部局と連携

して対応を完了しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見・要望 

問い合わせ 

※インターネット関連は、

「放送・番組」に含む 

（件） 

（件） 
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２．放送・番組への声 
 

「放送・番組」について寄せられた「意見・要望」は３３，８３３件で、好評意見がおよそ４割、厳しい意見

はおよそ６割でした。 

 

 

 

 

 

 

厳しい意見の中には、表記の誤りや誤読などをご指摘いただいたものもあり、放送関連では６３件

（前月６６件）、ホームページ関連では４０件（前月４２件）でした。制作担当者に伝えて再放送などで修正

したほか、番組の責任者らが出席する各種会議などでも情報を共有し、注意を促しました。 

 

このうち、みなさまからの声を参考に、進化を遂げているＮＨＫのＡＩ（人工知能）によるアナウンス

の技術や取り組みをご紹介します。 

 
■未来に向けて進化を遂げる ＡＩによるアナウンス 
 

最近、ニュース番組や気象情報のコーナーで、「ここからは、ＡＩ自動音声でお伝えします」というコ

メントを耳にしている方は多いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＩ自動音声とは、文章に対応する音声を自動生成する技術で、ＮＨＫ放送技術研究所が開発を進

め、ラジオ放送などに取り入れられてきました。原稿を専用のシステムに入力すると、カタカナの文

字とアクセントなどを示す記号に変換され、アナウンサーの読み方を学習したＡＩが読み上げるとい

う仕組みです。現在は「おはよう日本」などのニュース番組のほか、全国２７の放送局のラジオの気

象情報で、導入しています。 

 

10月 11月 12月 2022年度平均

好評意見 27.3% 34.7% 36.1% 30.5%

厳しい意見 72.7% 65.3% 63.9% 69.5%

「ＡＩ自動音声で伝えるニュース」 

 

ＡＩアナウンスの仕組み 
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・ ＡＩのアナウンスが初期のころから発達し、自然な感じになって驚いた。（５０代女性） 
・ ＡＩのアナウンスは、とても高度な技術だ。向いていない番組もあるが、ニュースで使われる

のはよいと思う。（６０代男性） 
・ とても聞きやすくて読み違いもなく、自然でいいと思う。（６０代） 
 

  

しかし、ＡＩによるアナウンスの導入直後から、さまざまなご意見やご指摘を頂いてきました。 

 

・ ＡＩの音声でニュースを伝える時間がある。語尾がおかしくて、違和感がある。（６０代男性） 

                                               ※同様意見 複数 

・ ＡＩによるアナウンスで、微妙に音声のつながりが不自然に聞こえることがある。音声の意味が

なかなか頭に入ってこない。（６０代女性） 

 

ご指摘にある違和感の要因の一つは、アクセントです。日本語は、複数のことばがつながるとア

クセントが変化することがありますが、その変化に対応できず、聞き慣れないアクセントになること

がありました。 

そこで、ＮＨＫでは２０１６年以降、さまざまな改良を加えてきました。２０２３年６月からは、ＡＩそ

のものが「日本語発音アクセント新辞典」で調べる機能を導入しました。新機能により、アクセントの

精度が上がり、アナウンサーが読むような自然な日本語に近づけられるようになりました。 

 

例）新型コロナウイルスに伴うことば  「集団免疫ができる」 

 

 

    

       

 

 

   

          

 

                     

   

視聴者のみなさまから寄せられた声です。 

 

 

 

 

 

   

こうしたＡＩアナウンスの技術は、社会のさまざまな場面で活用され始めています。その一つが、災害

時に命を守る“防災の呼びかけ”を公開する取り組みです。大雨や熱中症などによる被害を防ぐため、

ＡＩを活用して作成した音声データを２０２２年９月から専用サイトで公開し、誰でも自由に活用できるよ

うにしました。ＮＨＫアナウンサーが改善を重ねてきた呼びかけ文と合わせて、地域の防災減災に役立

ててもらうのがねらいです。 

新機能 導入前 

新機能 導入後 

アクセントの位置 

１単語ずつアクセントがついてしまうので、違和感があった 
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これまでに７６の呼びかけ文を公開し、２０２３年４月から１０月末までに、音声データと合わせて６，０

００件近くがダウンロードされました。 

東京・新宿区にある大規模バスターミナルでは、熱中症対策としてＮＨＫが公開したＡＩアナウンスの音

声データを活用。熱中症警戒アラートが出た時に「暑さから命を守る行動をとってください」「こまめな

休憩、水分や塩分の補給など暑さ対策をしてください」などの呼びかけを、館内放送で繰り返し放送。

ターミナルの利用者や従業員の安全確保に役立てたということです。 

 

 

  

そして令和６年能登半島地震では、金沢放送局や新潟放送局で、り災証明書の発行など繰り返し伝え

るべきライフライン情報についてＡＩアナウンスを活用しています。「アナウンサーが中継や取材など現

場に出ている時にも、必要な情報を確実に届ける」。人とＡＩアナウンスの両方で対応しています。 

ＡＩによるアナウンスの活用については、自治体や企業などほかにもさまざまな試みが進んでいます。

ＮＨＫでは今後も、新たな技術をいかして、さらなる放送・サービスの充実につなげられるよう取り組ん

で参ります。 

 

ＮＨＫアナウンサー 命を守る“防災の呼びかけ” 

https://www3.nhk.or.jp/news/special/suigai/yobikake/ 

 

 

バスターミナルでの活用事例の紹介 
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■１２月 反響の多かった番組 
 

大みそかに放送した「第７４回ＮＨＫ紅白歌合戦」には、出場歌手や演出について、意見や要望が多数

寄せられました。また、ＪＯ１が花火師との出会いを求めて秋田県の大曲を訪ねた「レギュラー番組への

道」に多くの反響が寄せられたほか、１２月１日に始まった衛星波の再編に伴って、「新・ＢＳ日本のうた」

などの放送予定や視聴方法の問い合わせが数多く寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

３．インターネット業務への声 

インターネット業務に関して、１２月の受付件数は１６，３３７件（前月比７２０件増）で、このうち８９％が

ＮＨＫプラスに関するものです。大みそかのＮＨＫ紅白歌合戦でＮＨＫプラスのＰＲをしたあとは、アクセ

スが集中したため、「つながらない」という声が多く寄せられました。今回のことを教訓に、サーバーの

増強など、対応策を検討して参ります。方で、「ＮＨＫプラスのおかげで、あさイチや大好きなドラマがゆ

っくり見られます」という好評意見も届いています。 

 このほか、ＮＨＫを名乗る架空の発信元からのメールやダイレクトメッセージについての問い合わせ

や相談件数は８７件と、前月の１９６件から半数以下に減少しました。今後も状況を注視しながら、放送

やホームページで注意喚起するなどの対応をとっていきます。 

 

受付内容 件数 

ＮＨＫプラス １４，５２５ 

ホームページ ６６６ 

動画音声配信（語学番組など） ３８８ 

らじる★らじる １６６ 

ＮＨＫオンデマンド １６１ 

モバイル機器の操作 １３０ 

その他 ３０１ 

           合計 １６，３３７ 

※集計期間 １２月１日～３１日 



  月刊みなさまの声 ２０２３年１２月 

７ 

 

４．受信料への声 
 

ふれあいセンター（営業）で受け付けた「意見・要望」は４，０１８件で、前月と比べて７８７件減少しまし

た。１１月と比較して、受信契約の手続き・案内に関する送付物が少なかったことが要因とみられます。 

 
 事由 件数 

送付物 
受信契約の手続き・案内に関する送付物について ３，０２６ 

受信料の支払いに関する送付物について １４９ 

諸手続き 
契約に関する事務手続きについて ２７１ 

ウェブサイト「受信料の窓口」について ５５ 

ＣＡＳメッセージ ＢＳデジタル放送のメッセージ消去等について ６３ 

受信料制度 受信料制度・不公平感・料金体系について ５６ 

スタッフ関係 訪問員の応対・訪問日・訪問時間等について ５２ 

番組サービス 
番組内容や出演者について １９ 

インターネットサービスについて １１ 

その他 ３１６ 

合計 ４，０１８ 

 
 
 
５．技術・受信相談への声  

 

ふれあいセンター（受信相談）および各放送局の受信窓口で受け付けた技術・受信相談に関する「意

見・要望」や「問い合わせ」は３，６０５件でした。内訳は、映像が受信できないなどの「受信不良」の申し出

が２，１５６件、「技術相談」は１，４４９件で前月（６４７件）と比べて２倍以上増加しました。これは、衛星波

の再編に伴い、４Ｋの視聴方法などについての問い合わせが多く寄せられたためです。 

 

  件数 

受信不良     ２，１５６ 

  一次対応 １，３８２ 

    個別受信設備不良 １，１４３ 

    共同受信設備不良 ２０４ 

    雑音障害 ２２ 

    建造物による受信障害 ８ 

    混信・難視聴など ５ 

  二次対応 ７７４ 

技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） １，４４９ 

合計 ３，６０５ 

※一次対応⇒電話による対応、二次対応⇒訪問による対応 
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６．経営への声  
 

ふれあいセンター（放送）に届いた経営に関する声は５１７件。最も多かったのは、「衛星波の再編」を

きっかけとした受信料額や受信料制度に対する意見で、３３１件でした。次いで多かったのは、報道局の

記者が不正な経費請求をしていた問題で、第三者委員会の調査結果と、役職員の懲戒処分の内容につ

いて９０件の厳しい声が寄せられました。 

 

受付内容 件数 

衛星波の再編 ３３１ 

報道局記者 不正な経費請求 ９０ 

参議院総務委員会の質疑 １９ 

ＮＨＫ経営計画 １４ 

その他 ６３ 

合計 ５１７ 
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７.反響の多かった番組から     

■第７４回ＮＨＫ紅白歌合戦 
「ボーダレス 超えてつながる大みそか」 
１２月３１日（日）  
総合・ＢＳプレミアム４Ｋ・ＢＳ８Ｋ・ラジオ第１  
後７：２0～11：４５  
 

反響 ２，９５３件 ※１２月３１日放送開始～１月３日で集計 

（好評意見８５６件、厳しい意見１，６８０件、問い合わせ２４３件、その他の意見１７４件） 

 
２０２３年のテーマは「ボーダレス」。国や、言葉や、世代を超えて人と人とをつなげ感情を共有し

ていく。そんな力が音楽にはあるという思いが込められた第７４回紅白歌合戦。テレビ放送７０年を

記念した特別企画をはじめ、観客をいれた特設スタジオからのライブステージや、歌とダンスパフォ

ーマンスのコラボレーションなど、多彩な演出で４９組の歌を届けました。 

番組には、大みそかの放送開始から１月３日までに、過去５回と比べて最も多い２，９５３件の声が

幅広い年代から寄せられました。「世代を超えて盛り上がった」「ざまざまなアーティストのコラボや

特別企画を楽しめた」といった好評の声の一方、「歌をじっくり聞きたかった」「歌の合間の余興が

少ない」など厳しい意見も寄せられました。また、演出内容に関する問い合わせや要望など、さまざ

まな反響がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●意向種別×年代性別   ●受け付け内容の内訳 

2,106 

2,033 

1,603 

1,465 

2,873 

2,953 件

2018年（69回）

2019年（70回）

2020年（71回）

2021年（72回）

2022年（73回）

2023年（74回）

●過去５回の意向件数推移 

出演者

59.2%

放送内容

29.5%

放送時間・編成

1.0%

再放送

0.8%

音声関係

0.5%

著作権・二次使用

0.4%

その他 

8.7%

0 100 200 300 400 500

不明/無回答

70歳以上
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70歳以上
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10･20代女性

件

好評意見 厳しい意見 問い合わせ その他
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【主な内容】 

〇番組全般  

＜好評意見＞ 

・ 本当にすばらしかった。こんなに最初から最後まで楽しめたのは初めてで、親族一同大盛り上

がり。さまざまなコラボも大変良かった。また今年も楽しい企画を楽しみにしている。（４０代女

性） 

・ 今回の紅白歌合戦はスピード感があって、楽曲、パフォーマンスを楽しめた。娘と一緒にＫ-ｐｏ

ｐを楽しみ、娘は母と一緒に昭和歌謡を楽しみ、幸せな年越しとなった。（５０代女性） 

・ 全体的に、めでたい！祭りだ！と感じる場面が多く、紅白でしか実現し得ない映像で終始興奮

していた。絶対に来年も見たいなと思ったし、テレビもまだまだおもしろいんだと感じた。（３０

代男性） 

・ 今回は出演者同士が、紅白関係なく、世代もジャンルも超えて共演する演目が多く、まさにボ

ーダレス。明るい曲も多くてとても楽しいコロナ禍明けの世の中にふさわしい紅白だった。（４

０代女性） 

 

＜厳しい意見＞ 

・ 一人でしっかり歌う場面が少なく、他の歌手が歌う人の前で踊るなど、ごちゃごちゃしていた

ように感じた。基本的にその人の歌を聞きたい。別スタジオや中継の演出も多かった。ファンの

人を入れたいのかもしれないが、ＮＨＫホールで生の感じで歌ってほしい。（７０歳以上女性） 

・ 若い人の歌が多かったというのもあるが、歌の合間の余興が少なかった。そのため、ほのぼの

した部分が少なく、番組の進行もテキパキして淡々とした印象を受けた。（６０代男性） 

・ ボーダレスをうたっているのに、赤白男女に分かれているのが疑問。（5０代男性） 

・ 年の暮は、歌を聞いて、１年を振り返る機会にしたいのに、知らない人ばかりで選考方法に疑

問を覚えた。また、歌っているときに歌詞が読み取れなかった。（７０歳以上男性） 

 

 

○出演者と演出について 

＜好評意見＞ 

・ 白組１組目のＪＯ１がとても印象的で良かった。出演者をつなぐ一体感のあるステージ、明るく

エネルギーのあるパフォーマンスに元気をもらえた。（２０代女性） 

・ 坂本冬美さんのすばらしい歌唱力と、ＪＯ１とＢＥ：ＦＩＲＳＴのダンスの振り付け、表現力の調和

がすばらしく、とてもすてきだった。ＮＨＫプラスで何度も見ている。（４０代女性） 

・ 石川さゆりさんとウクライナの民族楽器との共演は、日本にいる私たちがウクライナの方への

配慮を忘れないためにも良かったと思う。必要なこと、大切なことを実践するＮＨＫの姿勢に

胸を打たれた。（５０代男性） 

・ ＹＯＡＳＯＢＩの「アイドル」生歌唱は、期待以上の演奏と歌唱で、今をときめく世界的アイドルが

ひとつのステージに上がり、世界的ヒットの「アイドル」を踊るという２０２３年度最高のコラボ

だった。 （４０代女性） 

・ 司会の三人がとても良く、安心して見ることができた。若い世代の音楽も新鮮で、ＹＯＳＨＩＫＩ

さん、福山雅治さん、ＭＩＳＩＡさんは感動して涙が出た。（５０代女性） 
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＜厳しい意見＞ 

・ 山内惠介さんが浅草から中継で出演する際、男性の芸人が裸体をさらして笑いを取る演出に、

子どもも含めて家族全員が不快に感じた。（５０代男性） 

※同様意見 ５６件 

・ 大泉洋さんの歌唱がすばらしかった。ただ、フルサイズでなかったのがとても残念。２番をカッ

トしてしまうと歌詞の内容がおかしくなってしまう。きちんと最高のパフォーマンスが発揮でき

る場を提供すべきだ。（４０代女性） 

・ ＹＯＳＨＩＫＩさんの出演をもっと長く見ていたかった。あまりにも豪華なメンバーだったことも

あり、２曲だけでは短く感じた。（６０代男性） 

・ けん玉のギネスチャレンジについて、アナウンサーから残念ながら失敗だった、というコメント

はあったが、それだけだと何があってそうなったのか、まったくわからない。そのあたりをもう

少しきちんと伝えてほしかった。（７０歳以上男性） 

            ※三山ひろしさんのけん玉チャレンジについての問い合わせや要望 ７４件 

・ もっと日本のアーティストの紹介をする場にして国内音楽の活性化につながる機会にしてほし

い。外国のアーティストを呼ぶなら韓国だけでなく様々な国を紹介してほしい。（４０代男性） 

 

 

〇テレビ放送７０年 特別企画 「テレビが届けた名曲たち」について 

・ 寺尾聰さんの「ルビーの指環」は亡くなった父が大好きな曲。父を懐かしみながら涙を流しな

がら聞いた。（６０代女性） 

・ 寺尾聰さんの「ルビーの指環」、薬師丸ひろ子さんの「セーラー服と機関銃」など８０年代の歌が

逆に新鮮ですごく刺さった！（２０代女性） 

・ ポケットビスケッツ×ブラックビスケッツのコラボは最高！世代というのもあるが、ウンナンそ

ろって出ているのもうれしいし、ブラビの歌をウッチャンが弾いているのにも感動した。（３０代

女性） 

・ 伊藤蘭さんの歌を一緒に口ずさんでいたら、途中からなんともいえず込み上げるものがあり、

横にいる主人も目頭を拭いていた。（６０代女性） 

 

 

○純烈×ＮＨＫプラス 連動企画について 

・ 紅白歌合戦でＮＨＫプラスで特別画像が見られると説明されたので、ＱＲコードを読みとってア

クセスしたら、アプリが必要で、急いでダウンロードしたら、今度は会員登録が必要だという表

示が出て間に合わなかった。（年代不明） 

・ ＱＲコードが画面から外れて読み込めない。テレビの真ん中に表示されても用意している間に

消えてしまう。もっと長く表示してほしい。（７０歳以上女性） 

・ 純烈のＱＲコード演出を観ようと思いアクセスしたら、混み合っていてつながるのを待ってい

る間に曲が終わってしまった。こういう独自演出はとてもいいと思うが、アクセスが殺到するの

は間違いないと思うので、事前に予告するなど工夫してほしい。（１９歳以下男性） 

・ 純烈がＮＨＫプラスをＰＲしたらサーバーがダウンした。このような企画を実施するなら、どれく

らいのアクセスが集中してどれくらいの負荷が掛かるか事前に想定し、然るべき準備を整えて

からにしてほしい。（５０代男性） 

※放送時間中にＮＨＫプラスにアクセスできない、見られない等 １８３件 
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７.反響の多かった番組から 
■【大河ドラマ】どうする家康＜全４８回＞ 
 １月８日（日）～１２月１７日（日） 
総合 後８：００～８：４５  
ＢＳプレミアム・ＢＳプレミアム４Ｋ  
後６：００～６：４５ 
                                        

反響 ２０，69１件 ※１月１日～１２月１８日で集計 

（好評意見 8,２８２件、厳しい意見 3,8８３件、問い合わせ 6,１６６件、その他の意見 2,3６０件） 

 

幼少期から人質となり孤独な少年・竹千代が、三河武士の熱意に動かされ、乱世を生きる運命を

受け入れ未来を切り開く―誰もが知る歴史上の人物、徳川家康の生涯を新たな視点で描くもので、

家康役を松本潤さんが演じました。 

意向総数は２０，６９１件で過去３作と比べて大変多くなりました（２０２２年「鎌倉殿の１３人」９，０

９１件／２０２１年「青天を衝け」１２,５５３件／２０２０年「麒麟がくる」１４，４２０件）。このうち、好評

意見が最も多く８，２８２件で４０％を占めました。 

受付内容の内訳（円グラフ）をみると、「放送内容」に関するものが最も多く45.０％。「テンポがよ

く、わかりやすく面白い」「戦国時代の女性にスポットをあてている」など、脚本の古沢良太さんが手

がけるストーリー展開や登場人物の取り上げ方についての好評の声のほか、大河ドラマでは今作か

ら本格導入されたＶＦＸなどの最新技術に対する賛否両論や、あえて音を消した“無音”の演出など

を評価する声がありました。 

「出演者」（9.8％）については、家康役の松本潤さんや、織田信長を演じた岡田准一さんなどの

演技に対する声が多く、アドリブを交え熱のこもった演技に好評の声が集まりました。このほか、ア

ニメを用いたオープニングタイトルや番組関連のイベント、番組の公式ＳＮＳ展開に対しても反響が

ありました。 

 

                                     

 

●意向種別×年代性別 ●受付内容の内訳 

8,282 3,883 6,166 2,360

0 5,000 10,000 15,000 20,000

全体

好評意見 不評意見 問い合わせ その他

0 1000 2000 3000 4000

不明/無回答

70歳以上
60代
50代
40代
30代

10･20代男性

70歳以上
60代
50代
40代
30代

10･20代女性

放送内容

45.0%

出演者

9.8%

放送予定

9.5%

イベント

6.9%

資料請求

6.5%

旧ジャニー

ズ事務所

3.3%

再放送

3.0％

番組変更

2.2%

その他

13.8%

総件数 

２０，６９１件 



    月刊みなさまの声 ２０２３年１２月 

１３ 

 

●受付件数と意向種別の推移 

 

放送期間中の受付件数と意向種別の推移をみると、全ての放送回を通して２００件以上の反響があり、最も多かったのは、ラグビーワールドカップ２０２３の日本初戦で

放送休止となった週で、放送予定の問い合わせが多く寄せられました。続いて、第１回の「どうする桶狭間」の１，００７件。松本潤さんの大河ドラマ初主演への期待の声など

が多く寄せられました。さらに、第５回の「瀬名奪還作戦」の７９５件。今川勢に捕らわれた妻・瀬名や子どもたちを忍者を使い救い出そうとするも、裏切りにより失敗する

という展開に「ハラハラドキドキした」との感想が多く届きました。４番目は第２回の「兎と狼」で７２３件。初めて、タイトルにある『どうする』という決断を求められる回で、

弱々しい若き元康（後の家康）が主君として覚醒し、今後どう成長していくのか楽しみだという声が多く寄せられました。 
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今川の人質となった妻や子の

奪還を試みるが裏切りにより失敗 ラグビーワールドカップ２０２３

日本初戦で放送休止に

問い合わせ多数

複数の敵に囲まれた際、初めて主君として

「どうする」と判断を迫られた

１
３
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【主な内容】 

○脚本について 

・ これまで大河を見てこなかった人にもわかりやすくおもしろい。テンポがよく、大河ドラマおも

しろい!とひきつけられる作品になっていると思う。（５０代女性） 

・ 一見コメディ満載の息抜き回のようでありながら随所に今後のストーリー展開のもととなるも

のが込められていて、見れば見るほど見応えを感じた。（５０代女性） 

・ 史実にはない部分も、その先の史実に絡むようなストーリー展開だと感じる。（４０代女性） 

・ 第１回から続けて見てきたからこその伏線回収や驚きがあり、悲しみが倍増だった。（４０代女性） 

                                   ※伏線回収の巧みな脚本 同意見５２件 

・ ハラハラドキドキそして、涙があふれて拍手をしてしまうエンターテインメントの大河ここにあ

り！と興奮している。（６０代女性） 

・ 登場人物それぞれの個性が立っているので、名前が覚えきれなくても、顔で関係性を把握出来、

それぞれの方の演技のテンポが違うのにとてもうまくかみ合っていて、飽きさせないすごさを

実感した。（４０代女性）  

・ 自分の信念の下、強く生きている・・戦国時代の女性については詳細な記録が残されていない

ことが多くあいまいなところを素敵に埋めている。ああそうだったのかもしれないなと思わせ

てくれる。（年代不明） 

※女性の描き方について同意見１０件 

 

○演出について 

  ▼最新技術のＶＦＸ 

・ ＶＦＸの映像は、あの時代の世界観がよりリアルに伝わってきて、私はすごく好きだし、ゲーム好

きな息子には全く違和感がないようだ。（５０代女性） 

・ ＣＧやＶＦＸを使った新しい試みも今までの家康像とはまた違った視点で作られ、とてもとても

楽しみ。（年代不明） 

・ 圧巻の合戦シーンはド迫力で、今作のＶＦＸを使用した合戦シーンの最適解だったと思う。今後

描かれる大坂の陣が楽しみになった。（３０代女性） 

※ＶＦＸを使った演出への好評意見１３件 

・ ＶＦＸなど新しい取り組みへの挑戦も感じられて良かった。ただ、ＣＧの乗馬シーンは、ん？と思

うところはあった。（３０代女性） 

・ なぜＶＦＸを主体にドラマを構成するのか、あれではゲームの世界にいるようで現実味がまるで

ない。(５０代女性) 

※ＶＦＸを使った演出への厳しい意見１１件 

 ▼無音を生かした表現 

・ 史実は知っているけれど家康公と家臣団の勝つぞ！的な心の勢いの後の無音。絶望感に満ち

た家康公の顔。戦いの場面がなくても負けたんだってわかる演出。すごい！（４０代女性） 

・ 新たな戦法を描いたシーンは非常に見応えがあって、無音の演出がとても効果的で食い入るよ

うに画面に見入った。凄惨な戦場の様子にあっけにとられる徳川父子の姿が心に残った。（５０

代女性） 

・ 無音からの生々しい戦いの音。メインテーマが流れるタイミング。音がとても印象的…目を背け

たくなるけれど、これが戦。一貫して勝者と敗者だけでない悲しい描き方が心に刺さった。（年

代不明）  

※無音の演出に関する意見１５件 
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○出演者について 

・ 松本潤さんが非常にチャーミングにナイーブな家康公を演じていて豊かな表情と秀逸な演技に

終始ひきこまれた。（５０代女性） 

・ 岡田信長と松潤家康の緊迫したやり取りと、ふたりの距離感・空気感は絶妙だしすごかった。（７

０歳以上女性） 

・ 信康が自害された報告を受けた時の何も映らない殿の目の演技がすごかった。（５０代女性） 

・ 本多忠勝（山田裕貴さん）も榊原康政（杉野遥亮さん）の言葉はなくても表情や目の演技で、心

が家康に向いていこうとしているのがわかった。（５０代女性） 

・ 本多正信（松山ケンイチさん）と服部半蔵（山田孝之さん）の参加でさらにパワーアップされた。

前半はコミカルなシーン、後半はがらりと変わり、見ているこちらは、え？えっ？と動揺してしま

うぐらい。（５０代女性） 

・ 石川数正（松重豊さん）が「殿を天下人に」と目を輝かせて声を張り上げて伝える演技と、涙を

つっと流す姿にジーンときた。松重さんの最後のセリフはアドリブだと聞いた。２人の迫真の演

技に感動。（５０代女性） 

・ 有村架純さん（瀬名役）はまるで命を賭けているかのような演技で、怖いものを見てしまったか

のような気分になった。（７０歳以上男性） 

・ 北川景子さん演じる茶々の妖艶な美しさ、そして計算高い女性の嫌な面が見事に演じられてい

て、お市とは全然違う印象、さすがだ。（４０代女性） 

・ 今まで出てきた「えびすくい」、史上最高級なのは間違いないのですが、なぜかいろいろな感情

が生まれ涙しながら見てしまった。（不明） 

・  待ちに待った「えびすくい」。笑っているのに独りになると孤独を感じる殿に何度も涙があふれ 

た。（４０代女性） 

※徳川家臣団が宴会で披露した踊り「えびすくい」の演技についての感想 ２３２件 

 

 

〇オープニング CG 

・  オープニングのテーマ曲の映像も「兎（うさぎ）と狼（おおかみ）」の追いかけっこになっていて、

手が込んでいるところも良かった。（５０代女性） 

・ オープニングＣＧが、すごく軽いものから黒漆塗りっぽい下地に金まき絵っぽい感じの重厚な

ものになっていて、家康人生最大の峠越えがとても記念されていてすごく良かった。（不明） 

・  新しいオープニング！今までとは違い具現化された家康の目指す世なのかなと思った。富士山 

を背に人々が行き交う様子は、家康と瀬名の夢見た世界なのでしょうね。（６０代女性） 

※オープニング CG、タイトルについて好評意見 １７８件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



月刊みなさまの声 ２０２３年１２月 

 

１６ 

 

○イベントついて 

 ▼東海地方限定イベント 

・ 「どうする家康東海プレミアリレー」にとても楽しく参加することが出来た。（１９歳以下女性） 

・ 「『どうする家康』 松本潤＆家臣団が大集結！ウラ話トークＳＰ」』は全国でも放送してほしい。

（３０代女性） 

 ▼大河ドラマ館（愛知県岡崎市、静岡県静岡市、浜松市） 

・ 学生時代、日本史は苦手科目でしたがとても面白い。岡崎の大河ドラマ館に足を運ぶほどハマ

っている。（３０代女性） 

・ ３つの大河ドラマ館全てに行かせてもらった。その土地のすてきな所を自ら発信してくれて楽し

みが２倍になった。（５０代女性） 

※ドラマ館へ出向いた感想 ９６件 

 ▼大河ドラマ「どうする家康」ファン感謝祭 

・ これだけの豪華な俳優さんそろい踏みでありながら、ＮＨＫホールというキャパではとても当選

する気がしませんし、会場の皆さまだけしか楽しめないのはもったいなさすぎる。どうか、生配

信、全国放送、ＤＶＤ化をお願いしたい。（年代不明） 

※感謝祭についての意見 １１４件 

 

 

○ホームページ、公式ＳＮＳでの発信などについて 

・ 公式ＳＮＳをはじめ、キャストの皆さんのＳＮＳ発信や、舞台裏の発信も楽しませてもらっている。

特に殺陣（たて）の稽古の様子や演じた時の裏話などが見られて、よりドラマが楽しめる。（３０

代女性） 

・ ＳＮＳを発信していただき大変うれしくなった。こういう貴重な裏話やメイキングの発信、これか

らも期待している。（４０代女性） 

・ Twitter や Instagram で演者の方や番組がさまざまな情報を公開してくれたり、まとめ動画

やインタビュー動画をアップしたりしてくださり、より深く「どうする家康」を楽しむことができ

るので、とてもうれしい。（１９歳以下女性） 

・ 友達や家族も「どうする家康」を見ているので、ＬＩＮＥスタンプを購入して、早速使った。話題が

弾みます。（５０代女性） 

※ＳＮＳなどに要望や感想の同意見 １１５件 

 

 

＜厳しい意見＞ 

・ 家康の側室となる女性に関して同性愛者として描かれていたが、昨今のＬＧＢＴＱ問題を意識し

た演出ではないか。（７０歳以上男性） 

※ＬＧＢＴＱ関連の同意見２７件 

・ 回想シーンが多すぎる。大河はじっくり１年かけて人の生き様や感情を描いていくのに、突然現

れた人物が何か主張したり、何か起こしてすぐ消えたりするので感情移入できない。(２０代女

性) 

※回想シーンについて同意見 ５１件 

・ 旧ジャニーズ事務所の性被害問題。今後、旧ジャニーズのタレントを使わないでほしい。大河ド

ラマは特に。(６０代男性) 

 ※旧ジャニーズ事務所関連への厳しい意見 ２４１件 


